
Following the opening of the UESHIMA MUSEUM within the Shibuya Kyoiku Gakuen grounds in June 2024, we are pleased to inaugurate the new UESHIMA 

MUSEUM ANNEX as an additional venue for our collections.

To commemorate the opening of the ANNEX building, we are proud to host a solo exhibition by Kei Imazu, one of Japanʼs most prominent contemporary artists, 

whose international acclaim continues to grow. Imazu was a finalist in Franceʼs prestigious Prix Jean François Prat in 2020 and was invited to participate in 

documenta 15, the renowned international exhibition held every five years in Kassel, Germany, in 2022. Timed to coincide with her large-scale solo exhibition at 

Tokyo Opera City Art Gallery (January 11–March 23, 2025), this exhibition features all twelve Imazu's works from UESHIMA MUSEUM COLLECTION, including 

her monumental 2019 painting "Survive".

Imazuʼs paintings begin with a preparatory image meticulously composed and modified through image-editing software, drawing on an array of found images 

sourced from the internet. The fluid brushstrokes, paint drips, and subtle roughness evident in the final works are not mere happenstance; these painterly qualities 

are methodically orchestrated at the digital stage. Moreover, Imazuʼs process embraces the specific characteristics of digital drawing tools and even the  data 

corruption (also known as "bugs" or "glitches"), that occur when software is pushed beyond its processing limits. The results are visual experiences unique to a 

CG-supported virtual realm—effects unattainable by traditional painting techniques. Through this distinctive method, Imazu subverts our subconscious stereotypes of 

what makes a painting “painterly” or a digital image “digital.” In doing so, she frees us from entrenched preconceptions, inviting us to engage with the questions 

her works pose with an open and unbiased mind.

The images Imazu sources from the internet reflect a wide spectrum of her interests, from personal life concerns and historical or societal issues, to the broader 

notions of life itself, including her own. Spanning the late 2000s to the present, this exhibition offers a broad overview of nearly two decades of Imazuʼs career. 

During this period, she relocated her base of operations from Japan to Bandung, Indonesia; encountered new landscapes, religions, cultures, and histories; and 

experienced significant personal changes, including motherhood and raising a child. These shifts in life and environment have distinctly influenced the themes and 

motifs in her work. Changes in subject matter from one period to the next can be read as reflections of evolving social and personal consciousness. As Imazuʼs 

inner world intertwines more deeply with both Indonesia and Japan, the range of motifs she selects grows increasingly diverse, layering multiple narratives within a 

single canvas. 

We hope that through this exhibition, visitors will discern the sharp critical perspective that anchors Imazuʼs contemporaneity: as an individual living today and as 

a rare artist capable of vividly representing the spirit of our time. It is our pleasure to present this exhibition as a testament to her artistic relevance.

Kankuro Ueshima

UESHIMA MUSEUM - Director

ご 挨 拶

U E S H I M A  M U S E U M で は 、2 0 2 4 年 6 月 に 渋 谷 教 育 学 園 の 敷 地 内 に お い て 開 館 致 し ま し た 本 館 に 続 き 、2 0 2 5 年 1 月 、渋 谷 区 千 駄 ヶ 谷 に て
U E S H I M A  M U S E U M  A N N E X を オ ー プ ン す る 運 び と な り ま し た 。A N N E X 館 オ ー プ ン に 際 し ま し て は 、2 0 2 0 年 に フ ラ ン ス の P r i x  J e a n  
F r a n ç o i s  P r a t で フ ァ イ ナ リ ス ト に 選 出 さ れ 、2 0 2 2 年 に ド イ ツ・カ ッ セ ル で 5 年 ご と に 開 催 さ れ る 重 要 な 国 際 展「 ド ク メ ン タ 1 5 」に 招 聘 さ
れ る な ど 、今 最 も 国 際 的 な 活 躍 が 期 待 さ れ る 現 代 日 本 を 代 表 す る 美 術 作 家 の 一 人 で あ る 今 津 景 の 個 展 を 開 催 致 し ま す 。
今 津 は 2 0 2 0 年 に フ ラ ン ス の P r i x  J e a n  F r a n ç o i s  P r a t で フ ァ イ ナ リ ス ト に 選 出 さ れ 、2 0 2 2 年 に ド イ ツ・カ ッ セ ル で 5 年 ご と に 開 催 さ れ る
重 要 な 国 際 展「 ド ク メ ン タ 1 5 」に 招 聘 さ れ る な ど 、今 最 も 国 際 的 な 活 躍 が 期 待 さ れ る 現 代 日 本 を 代 表 す る 美 術 作 家 の 一 人 で す 。本 展 は 、東 京
オ ペ ラ シ テ ィ  ア ー ト ギ ャ ラ リ ー で 開 催 さ れ る 大 規 模 個 展 ( 2 0 2 5 年 1 月 1 1 日  -  3 月 2 3 日 ) と も 時 期 を 合 わ せ 、今 津 作 品 の 中 で も 最 大 級 の《 生
き 残 る 》( 2 0 1 9 年 制 作 ) を 含 む 当 館 の 今 津 作 品 コ レ ク シ ョ ン 1 2 点 全 て を 展 観 す る も の で す 。
今 津 の 絵 画 作 品 は イ ン タ ー ネ ッ ト 上 で 収 集 し た 様 々 な イ メ ー ジ を 画 像 編 集 ソ フ ト に よ っ て 合 成・改 変 し た 下 図 を 作 成 し 、そ れ を 元 に 油 彩 で
描 か れ ま す 。作 品 の 中 で 見 ら れ る 流 動 的 な 筆 致 や 絵 具 の 掠 れ な ど は 下 図 の 段 階 で 綿 密 に 作 ら れ て い る 他 、画 像 編 集 ソ フ ト 内 の 描 画 ツ ー ル に
よ る 特 性 や 、ソ フ ト ウ ェ ア の 処 理 能 力 を 超 え る 作 業 負 荷 に よ る 画 像 デ ー タ の 損 傷 ( バ グ や グ リ ッ ジ ) を も 受 容 し て い ま す 。そ れ ら は 旧 来 の 絵
画 手 法 に よ っ て は 得 ら れ ず 、C G 技 術 に 支 え ら れ た 仮 想 空 間 な ら で は の 視 覚 体 験 で す 。今 津 は こ の 表 現 方 法 に よ っ て 、絵 画 ら し さ 、デ ジ タ ル
画 像 ら し さ 、と い う よ う な 私 た ち が 無 意 識 的 に 抱 い て い る ス テ レ オ タ イ プ を 翻 し て み せ ま す 。手 始 め に 思 い 込 み の 態 度 を 捨 て さ せ ら れ る こ
と で 、絵 画 に 内 包 さ れ た 今 津 の 様 々 な 問 い か け に 対 し て 偏 り の な い 精 神 で 向 き 合 え る よ う に 導 か れ て い く の で す 。
今 津 が イ ン タ ー ネ ッ ト か ら 集 め た 画 像 は 、個 人 的 な 生 活 、歴 史 や 社 会 的 な 問 題 意 識 、更 に は 自 ら も 含 む 生 命 の 営 み と い っ た 、大 小 様 々 な 関 心
事 に 紐 づ い て 選 択 的 に 拾 い 上 げ ら れ て い ま す 。本 展 は 、今 津 の 活 動 初 期 に あ た る 2 0 0 0 年 代 後 半 か ら 現 在 ま で の お よ そ 2 0 年 弱 の キ ャ リ ア を
大 ま か に 辿 る 構 成 と な っ て い ま す 。そ の 間 、今 津 が 日 本 か ら イ ン ド ネ シ ア・バ ン ド ゥ ン へ と 活 動 の 拠 点 を 移 し 、異 地 の 自 然 、宗 教 、文 化 、歴 史
に 触 れ 自 身 の ル ー ツ を 捉 え 直 し 、出 産 を 経 て 育 児 と 並 行 し な が ら の 制 作 環 境 へ と 多 く の 変 化 を 経 験 し て い っ た こ と は 、作 品 の 中 で も 大 き な
影 響 と な っ て 表 れ て い ま す 。各 年 代 ご と の 作 品 に 描 か れ て い る モ チ ー フ に 変 化 が 見 ら れ る と す れ ば 、そ れ は 今 津 自 身 を 取 り 巻 く 環 境 や 社 会
に 対 す る 問 題 意 識 の 変 遷 と し て 捉 え る こ と も で き る で し ょ う 。イ ン ド ネ シ ア と 日 本 と い う 二 つ の 国・地 域 が 今 津 の 精 神 の 深 部 で 繋 が っ て い
く に 伴 っ て 、選 び 取 ら れ る モ チ ー フ は 多 様 性 を 増 し 、一 枚 の 絵 画 の 中 で 語 ら れ る も の は 重 層 性 を 強 め て い ま す 。本 展 に お い て 、現 在 を 生 き る
ひ と り の 人 間 と し て 、そ の 同 時 代 性 を 鮮 や か に 表 象 し 得 る 稀 有 な 美 術 家 と し て 、今 津 景 の ア ク チ ュ ア リ テ ィ に 支 え ら れ た 鋭 い 批 評 の 眼 差 し
を 読 み 取 っ て い た だ け れ ば 幸 い で す 。

U E S H I M A  M U S E U M  館 長  植 島 幹 九 郎



1: Orange Desert on Blue Sheet
      2009 | acrylic on canvas | 116 x 91 cm (46 x 35 7/8 in.)

2: Blue Ribbon
      2008 | oil on canvas | 162 x 131 cm (63 3/4 x 51 5/8 in.)

3: Escaping the Light | 光から逃れて
      2008 | oil on canvas | 162.1 x 112.1 cm (63 7/8 × 44 1/8 in.)

4: Moment 
      2008 | oil on canvas | 162 x 194 cm (63 3/4 x 76 3/8 in.)

5: The End of the Search | 探索の果てに 
      2009 | oil on canvas | 97 x 145.5 cm (38 1/4 x 57 1/4 in.)

6: Image of Mt. 1 
      2014 | acrylic on aluminum and linen | 145.5 x 89.4 cm (57 1/4 x 35 1/4 in.)

7: Untitled 7 
      2016 | oil on panel, printing sheet | 30 x 30 cm (11 3/4 x 11 3/4 in.)

8: Mermaid of Banda Sea 
      2024 | oil on canvas | 200 x 300 cm (78 3/4 x 118 1/8 in.)

9: Drowsiness 
      2022 | oil on linen | 194 x 162 cm (76 3/8 x 63 3/4 in.)

10: Asyura 
         2022 | oil on canvas | 100 x 80 cm (39 3/8 x 31 1/2 in.)

11: Susu 
         2023 | oil on linen | 60 x 80 cm (23 5/8 x 31 1/2 in.)

12: Survivor | 生き残る
         2019 | oil on canvas, vinyl banner | Painting: 292 x 388 cm (115 x 152 3/4 in.), Banner : 1100 x 580 cm (433 x 228 3/8 in.)

Elevator Hall

13: Kohei Nawa | 名和晃平  Fountain 
      2022 | mixed media | 157 x 205 x 52 cm (61 3/4 x 80 3/4 x 20 1/2 in.)

14: teamLab Waves of Light
      2018 | four-channel digital work, continuous Loop | 121.4 x 274 cm (47 3/4 x 107 7/8 in.) overall

15: Keisuke Tada | 多田圭佑  Heavenʼs Door #5
      2022 | acrylic on canvas, wood panel | 180 x 135 x 6 cm (70 7/8 x 53 1/8 x 2 3/8 in.)
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